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○放射性物質を含んだ水の海洋流出量は、約１５０リットル。
○漏えい水の放射性物質濃度は、主要核種であるストロンチウム８９、９０、セシウム１３４、１３７の以下の濃度値から求め
た結果、合計２．６×１０1０ベクレル（暫定値）と評価。

［内訳］
ストロンチウム８９：７．４×１０４ベクレル/cm３（１．１×１０１０ベクレル）
ストロンチウム９０：１．０×１０５ベクレル/cm３（１．５×１０１０ベクレル）
セシウム１３４ ：１．６×１０１ベクレル/cm３（２．４×１０６ベクレル）
セシウム１３７ ：２．９×１０１ベクレル/cm３（４．４×１０６ベクレル）

（平成23年12月4日採水、ストロンチウムの量は全β放射性物質濃度から評価した結果）

○この値は、福島第一原子力発電所の放射性液体廃棄物の年間放出管理目標値２．２２×１０11ベクレルの１２％に相当する。
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